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大阪ガスのESI第Ⅰ・Ⅱ期での活動成果

•再エネ大量導入時代に長期にわたり大量に発
生する電力の余剰・不足の調整が課題。

•新たな二次エネルギーの製造・貯蔵を起点とす
るエネルギーシステムをモデル分析。

•新燃料製造は電力貯蔵とベストミックスを形成
し成立。再エネとも相互に親和性が高い。

•経済合理性・調整力・慣性力の観点から、負
荷配分可能電源(火力発電)も必要。

•再エネの導入と火力発電の脱炭素化、非電力
部門の燃料の脱炭素化の取り組みが重要。

•分散型電源の需給調整力提供による電力系
統への貢献をモデル分析。

•再エネの発電量の増加、火力発電量・火力燃
料費の減少方向の効果をもたらし、低炭素・
脱炭素に貢献。

• 低炭素・脱炭素時代、再エネ大量導入下でのエネルギー事業の在り方、ガス体エネルギーの役割の明確化

①コージェネ調整力

②再エネ由来２次エネルギー

研究目的

Daigasグループ カーボンニュートラルビジョン（2021年1月25日）より抜粋
•充電・充放電の最適化ができる制度上の仕組
み作りやインフラ整備が欠かせない。

③EV充放電評価
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本田敦夫,荻本和彦,岩船由美子,東仁：BEV充放電による需要最適化の重要性について,電気学会電力・エネルギー部門大会(2023)
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再エネ由来２次エネルギーに関するモデル分析

出典：Daigasグループ エネルギートランジション2030（2022年3月）

脱炭素社会実現のため、再エネ(＋蓄電池)に加え、ゼロエミ火力(負荷配分可能電源)が
必要であること、一方で、再エネの活用・導入促進に電力貯蔵(蓄電)と新燃料製造・
貯蔵が相互に補完(ベストミックスを形成)する形で貢献することを示した。

https://www.osakagas.co.jp/sp/company/press/pr_2023/__icsFiles/afieldfile/2023/03/30/230309_4_1_1.pdf
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戸建住宅のエネルギーシステムとエネルギーマネジメント

出典：Daigasグループ エネルギートランジション2030

ESIRE-SOFCモデルで3電池（燃料電池・太陽電池・蓄電池）のエネマネ検討が可能に

https://www.osakagas.co.jp/sp/company/press/pr_2023/__icsFiles/afieldfile/2023/03/30/230309_4_1_1.pdf
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EV充放電による需要最適化の重要性のモデル分析
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成り行き充電EVなし 充電最適化 充放電最適化

発
電
電
力
量
の
変
化

夜間の火力増加は抑制。

主に夕方・夜間の火力が増加

（石炭割合63%）
昼間の石炭火力も増加

昼間の再エネが増加

昼間の再エネが大きく増加

昼間の石炭火力は増加

LNG火力は夜間、EV放電で
減少。昼間も太陽光・石炭
に押し出されて減少。

夕方・夜間に充電 昼間に充電
昼間に充電

夕方・夜間に放電

EV導入によるCO2削減には、供給側の電源の脱炭素とともに、
需要側でもEV充放電の最適化(EVエネマネ)が欠かせないことを確認
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